
　
そ
の
後
、
明
治
32
年
に

は
恵
那
郡
会
議
員
、
同
34

年
に
は
岐
阜
県
議
会
議
員

に
選
出
さ
れ
、
大
正
７
年

に
は
陶
村
長
（
第
七
代
）

に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
明
治
後
半

以
降
、
圓
次
郎
は
地
方
自

治
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、

郷
土
を
こ
よ
な
く
愛
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の

歴
史
や
地
理
な
ど
を
調
査

し
、
記
録
に
残
す
こ
と
に

も
努
め
ま
し
た
。

　
圓
次
郎
は
現
・
陶
町
猿

爪
に
生
ま
れ
、
若
い
頃
は

学
校
の
教
員
を
勤
め
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
明
治
21

年
に
市
制
・
町
村
制
が
公

布
さ
れ
る
と
猿
爪
村
の
初

代
村
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
明
治
30
年
に
猿
爪
・

水
上
・
大
川
村
が
合
併
す

る
際
に
は
、
地
場
産
業
で

あ
っ
た
陶
磁
器
産
業
に
因

ん
で
新
し
い
村
名
を
「
陶

町
」
と
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

大
正
5
年
に
は
地
元
恵
那

郡
の
窯
業
の
歴
史
や
現
況

を
ま
と
め
た
『
恵
那
郡
の

窯
業
』、
昭
和
9
年
に
は

陶
町
の
地
理
や
歴
史
・
人

物
な
ど
を
記
録
し
た
『
陶

町
史
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
圓
次
郎
は
明
智

光
秀
の
研
究
に
も
注
力
し
、

昭
和
15
年
（
圓
次
郎
の
没

後
）
に
は
遺
族
の
手
に
よ

っ
て
『
明
智
光
秀
』
が
発

刊
さ
れ
、
圓
次
郎
の
長
年

に
わ
た
る
調
査
成
果
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

 

砂
田
　
普
司
　
氏

｢

陶
町｣

の
名
称
を
提
案

  

永
井 

圓
次
郎

文
久
2
年（
１
８
６
２
）〜
昭
和
15
年（
１
９
４
０
）　【
陶
町
】
瑞浪市ゆかり
の偉人 ④

ま
す
。

　
国
・
県
等
の
経
済
対
策

の
最
新
の
情
報
を
提
供
し

援
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
又
は
月
次
支
援
金
の
申

請
に
際
し
て
事
前
確
認
を

受
け
た
場
合
に
は
、
改
め

る
た
め
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
経
営
相

談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
続
い
て
お

り
、
東
京
・
大
阪
な
ど
が

緊
急
事
態
宣
言
、
愛
知
・

岐
阜
な
ど
が
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
の
対
象
地
域

に
な
り
ま
し
た
。
其
れ
に

伴
い
当
地
域
に
お
い
て
も

対
象
地
域
と
の
取
引
減
少

や
外
出
自
粛
に
よ
り
来
店

客
が
減
少
す
る
な
ど
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
が
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
瑞
浪
商
工
会
議

所
は
、
地
域
を
代
表
す
る

経
済
団
体
と
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
経
営
へ
の
影
響
を
受

け
た
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
相
談
に
対
応
す

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

て
事
前
確
認
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
瑞
浪
商
工
会
議

所
ま
で
。

が
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響

を
受
け
て
い
て
、
２
０
２

１
年
の
月
間
売
上
が
、
２

０
１
９
年
又
は
２
０
２
０

年
の
同
月
比
で
50
％
以
上

減
少
し
て
い
る
事
業
者
。

※
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
実
施
さ
れ
る
都
道
府

県
内
の
措
置
区
域
外
に
所

在
す
る
飲
食
店
と
直
接
・

間
接
の
取
引
が
あ
る
事
業

者
も
、「
対
象
措
置
に
伴

う
外
出
自
粛
等
の
影
響
を

　
緊
急
事
態
措
置
又
は
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に

伴
う
「
飲
食
店
の
休
業
・

時
短
営
業
」
や
「
外
出
自

粛
等
」
の
影
響
に
よ
り
、

売
上
が
50
％
以
上
減
少
し

た
中
小
法
人
・
個
人
事
業

者
等
の
皆
様
に
月
次
支
援

金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
　

給
付
対
象

①
措
置
を
実
施
す
る
都
道

府
県
に
所
在
す
る
飲
食
店

と
直
接
・
間
接
の
取
引
※ 

し
て
い
る
事
業
者
。

対
象
月

７
、
８
月
が
対
象
　
※
対

象
月
ご
と
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

簡
単
に
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

給
付
額

令
和
元
年
ま
た
は
令
和
２

年
の
対
象
月
の
売
上
と
令

和
３
年
の
対
象
月
の
売
上

の
差
額
（
月
に
中
小
法
人

上
限
20
万
円
、
個
人
事
業

者
上
限
10
万
円
）

申
請
期
間

７
月
分
は
９
月
30
日
ま
で

８
月
分
は
10
月
31
日
ま
で

事
前
確
認
に
つ
い
て

月
次
支
援
金
の
申
請
に
当

た
っ
て
は
登
録
確
認
機
関

に
よ
る
事
前
確
認
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
一
時
支

受
け
て
い
る
こ
と
」
と
の

給
付
要
件
に
な
り
う
る
。

②
措
置
を
実
施
す
る
都
道

府
県
に
所
在
す
る
個
人
顧

客
と
直
接
的
な
取
引
が
あ

る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
受

け
て
い
て
、
２
０
２
１
年

の
月
間
売
上
が
、
２
０
１

９
年
又
は
２
０
２
０
年
の

同
月
比
で
50
％
以
上
減
少

込
み
下
さ
い
。

　
な
お
、
予
選
の
成
績
上

位
者
は
、
10
月
28
日
㈭
に

ベ
ル
フ
ラ
ワ
ー
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
（
瑞
浪
市
日
吉

町
）
で
開
催
さ
れ
る
決
勝

大
会
に
参
加
さ
れ
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な
み

実
行
委
員
会
（
板
垣
廣
光

実
行
委
員
長
）
は
、
毎
年 

瑞
浪
市
内
13
ゴ
ル
フ
場
に

て
、「
ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な

み
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
催
し
て
お
り
、
今
回

で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
９
月
19
日
㈰
ま
で
予
選

大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
外

よ
り
多
く
の
参
加
者
を
迎

え
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
予
選
大
会
の
参
加

が
間
に
合
う
ゴ
ル
フ
場
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
瑞
浪

市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
の
上
、
該
当

ゴ
ル
フ
場
に
直
接
お
申
し

　
つ
な
が
り
の
花
火
を
無

事
に
開
催
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
関
係
各
所
の
皆
様
方
の

ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
明
日
へ
の
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
と

し
て
募
集
し
た
協
賛
者
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
は
３
３
８
件

の
お
申
込
み
を
頂
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
早
期
終
息

を
願
い
、
い
つ
も
の
日
常

の
回
復
を
願
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
多
く
、
中
で
も
「
コ

ロ
ナ
禍
で
本
当
に
大
変
だ

が
重
い
空
気
を
花
火
で
吹

き
と
ば
し
て
瑞
浪
に
明
る

い
話
題
を
届
け
て
欲
し

い
」
と
託
し
て
下
さ
っ
た

飲
食
店
さ
ん
が
印
象
的
で

し
た
。

　
花
火
を
終
え
、「
３
分

間
と
い
う
と
ア
ッ
と
い
う

間
だ
け
ど
、
色
々
な
想
い

が
心
に
染
み
る
に
は
十
分

な
時
間
だ
っ
た
」「
コ
ロ

ナ
が
終
息
す
る
ま
で
も
う

ひ
と
頑
張
り
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
」「
終
了
後

に
色
ん
な
方
向
か
ら
拍
手

が
聞
こ
え
て
き
て
そ
れ
も

感
動
し
た
」
な
ど
沢
山
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し

た
。

　
市
内
全
域
10
カ
所
同
時

花
火
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
の
発
想
で
し
た
。
こ

の
つ
な
が
り
の
花
火
が
、

明
日
へ
の
希
望
の
灯
火
と

な
り
皆
様
の
心
に
残
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る

と
す
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま

す
。
も
う
少
し
の
間
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
皆
様
と
支

え
合
い
助
け
合
い
乗
り
越

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲決勝大会のベルフラワーカントリー倶楽部

つ
な
が
り
の
花
火

 

〜
明
日
へ
の
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
〜
を
終
え
て

ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な
み

第
11
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

予
選
大
会
開
催
中
！

緊
急
事
態
措
置
又
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
影
響
緩
和

み
ず
な
み
盛
り
上
げ
隊

コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
相
談
は

 

瑞
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info@
m
zcci.or.jp

FAX

相
談
所
だ
よ
り

事業に関するご相談は、瑞浪商工会議所までお気軽にご連絡ください。☎ 67-2222

おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問

　
令
和
2
年
度
税
制
改
正

の
大
綱
（
令
和
元
年
12
月

20
日
）
に
お
い
て
、
利
子

割
・
配
当
割
・
株
式
等
譲

渡
所
得
割
の
電
子
化
が
明

記
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
、
令
和
3

年
10
月
1
日
か
ら
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
に
て
納
入
申
告
の
受

付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
対
応
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
手
続
を
行
う

こ
と
で
、
複
数
の
利
子
の

種
類
等
の
取
扱
い
や
複
数

団
体
に
ま
と
め
て
納
入
申

告
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
地

方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

の
呼
称
で
、
地
方
税
に
お

け
る
手
続
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電
子

的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ご
利
用
の
流
れ

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｃ

ｄ
ｅ
ｓ
ｋ（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
）か

ら
利
用
届
出（
新
規
）を
行

畳製造・新畳表替裏返し
労働大臣認定一級技能士

利
子
割・配
当
割・株
式
等

譲
渡
所
得
割
のｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
て

納
入
申
告
の
受
付
開
始
！

今
回
は
安
藤
陶
器
さ
ん
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
業私

は
、
父
が
亡
く
な
っ
た
た

め
中
学
を
卒
業
す
る
と
と
も
に

兄
の
勧
め
で
駄
知
の
山
定
陶
器

に
就
職
い
た
し
ま
し
た
。
入
社

か
ら
22
〜
23
歳
ご
ろ
ま
で
は
住

み
込
み
で
商
売
の
基
礎
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
る
程

度
仕
事
を
覚
え
る
と
東
北
６
県

の
お
客
様
を
社
長
と
専
務
と
私

で
３
地
域
に
分
け
て
、
商
品
見

本
を
も
っ
て
お
客
様
の
卸
、
小

売
、
雑
貨
店
を
訪
問
し
販
売
す

る
と
い
う
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
東
京
・
神
奈
川
・
静
岡
な

ど
の
東
海
道
沿
線
と
滋
賀
、
大

阪
、
兵
庫
な
ど
の
関
西
方
面
の

お
客
様
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

商
売
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。

将
来
に
つ
い
て

無
理
の
な
い
商
売
が
続
け
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た

息
子
に
ス
ム
ー
ズ
な
引
継
ぎ
が

出
来
る
と
よ
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
個
々
の
お
客
様

を
大
事
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
息
子
に
は
話
し
て
い
ま

す
。趣

味鮎
つ
り
で
す
。
昔
は
遠
征

も
し
ま
し
た
が
、
今
は
、
付
知

と
か
の
近
場
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

土
日
は
多
く
の
人
で
、
混
み
合

う
の
で
希
望
の
場
所
で
釣
る
こ

と
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
平
日
に
行
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
朝
３
時
半
頃
に
家
を

出
て
５
時
ぐ
ら
い
に
現
地
に
つ

き
、
４
時
間
か
ら
５
時
間
ほ
ど

釣
り
を
行
っ
て
家
に
帰
り
、
昼

か
ら
仕
事
を
す
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
が
多
い
で
す
。

安
藤
陶
器

瑞
浪
市
山
田
町
１
４
０
２
‐
１

代
表
　
安
藤
　
榮
一

☎
６
７
‐
０
９
５
７

次
回
は
共
栄
シ
ー
ト
・
テ
ン

ト
さ
ん
を
訪
問
し
ま
す
。

り
、
平
成
７
年
会
社
か
ら
の
勧

め
で
顧
客
を
譲
り
受
け
、
そ
の

年
の
９
月
に
独
立
開
業
し
ま
し

た
。仕

事
内
容

陶
器
の
卸
売
り
、
い
わ
ゆ
る

産
地
の
問
屋
で
す
。

瑞
浪
、
土
岐
、
多
治
見
、
瀬

戸
の
窯
元
か
ら
商
品
を
仕
入
れ

て
業
務
用
卸
小
売
雑
貨
店
、
飲

食
店
等
に
販
売
す
る
仕
事
で
す
。

お
客
様
か
ら
の
ご
注
文
が
あ
れ

ば
和
洋
中
す
べ
て
の
種
類
の
食

器
を
扱
い
ま
す
。
一
月
に
開
催

さ
れ
る
各
市
の
見
本
市
に
行

き
、
窯
元
の
出
品
商
品
を
見
て
、

個
々
の
お
客
様
に
合
う
よ
う
な

商
品
が
あ
れ
ば
提
案
す
る
こ
と

も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
タ

ロ
グ
か
ら
商
品
を
注
文
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
商
品
を
窯
元
に
製
造
依
頼
し
、

仕
入
れ
し
て
丁
寧
に
梱
包
を
し
、

運
送
会
社
を
通
し
て
納
品
い
た

し
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー

注
文
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
お

客
様
の
要
求
に
応
じ
た
仕
入
れ

を
す
ば
や
く
行
い
、
検
品
を

し
っ
か
り
し
て
無
事
届
け
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
会

社
で
す
の
で
、
小
回
り
が
利
き
、

早
い
対
応
が
で
き
る
こ
と
が
強

み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
商
売
は
お
客
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
電
話
で
ご
注

文
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、
丁

寧
に
商
品
の
説
明
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
口
先
だ
け
の

安藤　榮一氏

誠
意
を
も
っ
て
お
客
様
の

求
め
る
陶
器
を
無
事
に

納
品
す
る

安
藤
陶
器

258

い
、
Ｉ
Ｄ
と
暗
証
番
号
を

取
得
し
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
等
か

らｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
対
応
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
取
得
し
設
定
等

の
準
備
作
業
を
行
い
ま
す
。

③
電
子
申
告
を
行
い
ま
す
。

※
画
面
入
力
や
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー

タ
か
ら
取
り
込
み
ま
す
。

④
電
子
納
入
を
行
い
ま
す
。

※
複
数
団
体
へ
の
納
入
も

ま
と
め
て
支
払
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、

https://w
w
w
.eltax.

lta.go.jp/new
s/02935

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

10月１日より

［制度内容］業務改善助成金は、中小企業・小規模事業者の生産性向上を支援し、事業
場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）の引上げを図るための制度です。 生産性向
上のための設備投資などを行い、最低賃金を一定額以上引き上げた場合、その設備投資
などにかかった費用の一部が助成されます。

詳しくは、岐阜県労働局雇用環境・均等部室（℡058-245-1550）まで

（※1）10人以上の上限額区分は、以下のいずれかに該当する事業場が対象となります。
・賃金要件：事業場内最低賃金900円未満の事業場
・生産量要件：売上高や生産量などの事業活動を示す指標の直近３ヶ月間の月平均値が前年又は
前々年の同じ月に比べて、30％以上減少している事業者

（※2）ここでいう「生産性」とは、企業の決算書類から算出した、労働者１人当たりの付加価値を指します。
助成金の支給申請時の直近の決算書類に基づく生産性と、その３年度前の決算書類に基づく生産
性を比較し、伸び率が一定水準を超えている場合等に、加算して支給されます。

コース区分 引上げ額 引き上げる労働者数 助成上限額 助成対象事業場 助成率

20円
コース

20円
以上

1人 20万円

以下の2つの要件を
満たす事業場

・事業場内最低賃金
と地域別最低賃
金の差額が30円
以内

・事業場規模100人
以下

【事業場内最低賃金
900円未満】
4／5

生産性要件を
満たした場合は
9／10（※2）

【事業場内最低賃金
900円以上】
3／4

生産性要件を
満たした場合は
4／5（※2）

2～3人 30万円
4～6人 50万円
7人以上 70万円
10人以上（※1） 80万円

30円
コース

30円
以上

1人 30万円
2～3人 50万円
4～6人 70万円
7人以上 100万円
10人以上（※1） 200万円

（新設）
45円
コース

45円
以上

1人 45万円
2～3人 70万円
4～6人 100万円
7人以上 150万円
10人以上（※1） 180万円

60円
コース

60円
以上

1人 60万円
2～3人 90万円
4～6人 150万円
7人以上 230万円
10人以上（※1） 300万円

90円
コース

90円
以上

1人 90万円
2～3人 150万円
4～6人 270万円
7人以上 450万円
10人以上（※1） 600万円

「業務改善助成金」の特例的な要件の
緩和・拡充がされています。


